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国における 1958 年第 2 四半期から 1990 年第 1 四半期までの実質 GNPを離
散ウェーブレット変換し，各スケールにおけるウェーブレット係数の変化を
グラフに示した。その結果，対数変換した実質 GNPのウェーブレット係数
に関しては全米経済研究所（National Bureau of Economic Research）が判定














Jagricˇ and Ovin（2004）は，Percival and Walden（2000）で紹介されたウェー
ブレット共分散やウェーブレット相関係数 20）を経済学に応用して，スロベ
ニアとドイツの景気循環の関連性を分析した。彼らは，この 2国の 1992 年










さらに，Rua（2010）は，2 国の成長循環のウェーブレット係数 Wx(τ , s)，
Wy(τ , s)を用いて，コヒーレンシーに類似した












































































ω 0 = 6 に固定すると周波数がほぼスケールの逆数になるため，これによる解
釈の容易さを考慮し，ω 0 = 6 として分析を進める。


















図 4　Morlet マザーウェーブレット（ω0 = 6）　実線：実部　破線：虚部
図 5　コムーブメント（全国と兵庫）　左：古典的景気循環　右：成長循環
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 2） 同期現象および同期のメカニズムについては Pikovsky et al.（2001）が詳しい。
 3） 日本国内よりデータが充実している欧州各国の景気循環の関連性の変化に関し





̶  47  ̶
景気循環の 2つの定義と地域景気循環のコムーブメント（石山）
の同期や連動のありかたは多様で不安定なものであるといえよう。
 4） 景気循環の定義として最も有名なもののひとつは Burns and Mitchell（1946）
の以下の記述である。
  “Business cycles are a type of fluctuation found in the aggregate economic activity 
of nations that organize their work mainly in business enterprises: a cycle consists 
of expansions occurring at about the same time in many economic activities, 
followed by similarly general recessions, contractions, and revivals which merge 
into the expansion phase of the next cycle; this sequence of changes is recurrent 
but not periodic; in duration business cycles vary from more than one year to ten 
or twelve years; they are not divisible into shorter cycles of similar character with 
amplitudes approximating their own.” (Burns and Mitchell 1946, p. 3)
 5） とくに欧州各国の景気循環に関する分析は，Artis and Zhang（1997, 1999）を
皮切りにかなり進んでおり，様々な手法や指標が提示されている。詳しくは，
De Haan et al.（2008）を参照せよ。
 6） De Haan et al.（2008）は，景気循環の同期を識別するのに最も重要な変数は実
質 GDPの四半期データと鉱工業生産指数の月次データであると述べている。
 7） 定義により，相関係数は単位をもたない無次元数である。
 8） 田原（1983）第 2章を参照。
 9） とくに Burns and Mitchell（1946）では 1 年から 10 年ないし 12 年のサイクル
を景気循環として定義しており，これに基づくならば，それより短いスケール
のノイズや長いスケールのトレンドは除去すべきものである。





 12） Croux et al.（2001）を見よ。
 13） 固定相場制と変動相場制の違いをみるという目的ならば，この方法で十分であ
ろう。






 18） Ramsey and Zhang（1995）がその最初の貢献であるといわれている。
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 19） 2 変量時系列に対するクロスウェーブレット解析を経済学とファイナンスの分
野に紹介したことに関しては Gençay et al.（2002）が高く評価されている。
 20） Percival and Walden (2000) p. 303。
 21） 興味深いものとしては，たとえば，景気後退期の同期（Zarnowitz 1992）がある。
 22） ただし，同様のことは自然科学の分野において Hudgins et al.（1993）が既に行っ
ていた。
 23） ウェーブレット共分散，ウェーブレット相関係数とともにウェーブレットコ
ヒーレンシーについても Crowley et al.（2006）が既に経済学への応用を紹介し
ていた。
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 33） Camacho et al.（2006）によれば鉱工業生産指数の対数階差は短期のノイズの
影響を強く受ける傾向があるとのことである。
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